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1  	 はじめに	 
地方創生の手段として観光による交流人口の拡大

が期待されている．観光庁は，旅行・観光における

消費実態を明らかにし，旅行･観光施策の基礎資料

のために活用することを目的としたアンケート調査

を行っているが，アンケートでは手間がかかること

がデメリットとして挙げられる[1]．そこで本研究

では，手間をかけることなく旅行者が訪れた場所を

可視化することをねらいとし，旅行者が魅力を感じ

たスポットでは写真を撮影すること，チェックイン

をするという仮説を設定し，それらの位置情報デー

タを地図上に表示するシステムを開発している．ま

た，男女や性別など旅行者のプロフィールごとにデ

ータを分類して，分類ごとにヒートマップとして地

図に表示し，分析を行った．これらの分析からいく

つかの知見が得られた[2]．本稿では，得られた知

見が実際の行動の傾向性と一致するかどうかを検証

するため，アンケートによる意向調査を行い，先行

研究のデータ収集・分析の結果と比較した．	 

	 

2  	 先行研究	 
筆者はこれまで，観光スポットの特性を把握する

ため，写真データとチェックインデータ利用して両

者のデータの分布図（ヒートマップ）を作成した

[3]．その結果，２種類のデータを使って観光地を，

①旅行ガイドブックなどで多く取り上げられる「著

名なスポット」，②景色を楽しめる「鑑賞型スポッ

ト」，③ミュージアムやスタジアムなどの「体験型

スポット」の 3 つに分類することができた．また，

チェックインデータとユーザのプロフィールデータ

を使って男女・年代ごとにチェックインデータの分

布を比較した．その結果，女性は食事処に，男性は

建造物にチェックインする傾向があった．年代の比

較は，29 歳以下を青年層，30 歳以上を中年層とし

て比較した結果，青年層は著名なスポットと鑑賞型

スポット，中年層は体験型スポットにチェックイン

する傾向があることがわかった．その他にも，写真

データとユーザのプロフィールデータを使って男女

ごとにチェックインデータの分布を比較もした．女

性は食事処に，男性は建造物に写真を残しており，

チェックインと同じ結果が得られることも示した

[4]．	 

	 

3.	 アンケート調査	 

これまで収集した SNS データと旅行スポットに対

する意識は一致しているかどうか，その妥当性を検

証するためにアンケート調査を行った．質問内容は，

外出時，意識的に撮っている写真やチェックインを

調査するものとなっている．対象者を岩手県立大学

の学生・教員と岩手県内企業の社員とし，

2015/10/7〜2015/11/30 を回答の期間とした．	 	 

3.1	 男女ごとの評価	 

アンケートの回答者 224 人（女性：68 人，男

性：156 人）に「外出時，スマートフォンを使って

写真を撮るか」と「チェックインを利用するか」に

ついて調査した結果，女性は 68 人中 64 人が，男性

は 156 人中 114 人が写真を撮ると答えた．また，女

性 4 人，男性 22 人がチェックインを利用していた．

次に，写真を撮ると答えた人に「外出時，どんなも

のの写真を撮るか」，チェックインを利用すると答

えた人に「どんな所でチェックインをするか」につ

いてそれぞれ回答してもらい，回答の割合を計算し

た．尚，これらの質問は複数回答可とした．	 

図 3 は「外出時，どんなものの写真を撮るか」に

ついての各割合を示している．今回の調査では，男

女とも「風景」を撮る人が多く，女性は男性よりも

「人物」や「食べ物」を撮る割合が高かった．	 	 	 	 

図 4	 は「どんな場所でチェックインをするか」

についての各割合を示している．ここではすべての

女性が「食事処」でチェックインをしており，「宿

泊施設」でチェックインを利用する女性は一人もい

ないことがわかる．また，「駅・空港」の項目も男

性の方が多いことから，チェックインの方が男女の

差が明確に現れていた．	 

	 

	 
図 3	 男女別の写真に関するアンケート結果	 
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図 4	 男女別のチェックインに関するアンケート結果	 

	 

これら二つの結果から，女性はカフェや食事処に

男性は建造物に興味や関心があることが推測され，

先行研究の成果と同様の結果が得られた．また，男

性は観光地に限らず，駅や空港，宿泊施設など時間

があるときにチェックインを残すことがわかり，先

行研究にはなかった新しい情報が得られた．	 

	 

3.2	 年代ごとの評価	 

「外出時，スマートフォンを使って写真を撮る

か」と「チェックインを利用するか」についての回

答を年代ごとに比較してみると，青年層は 183 人中

142 人が，中年層は 41 人中 36 人が写真を撮ると答

えた．また，青年層 17 人，中年層 8 人がチェック

インを利用していた．	 

次に，男女別と同様，写真を撮ると答えた人に

「外出時，どんなものの写真を撮るか」，チェック

インを利用すると答えた人に「どんな所でチェック

インをするか」について回答の割合を計算した．	 

図 5 は「外出時，どんなものの写真を撮るか」に

ついての各割合を示している．どちらの年代も，男

女同様「風景」を撮る人が多く，青年層は中年層よ

りも「食べ物」を撮る傾向があることがわかった．	 

	 
図 5	 年代別の写真に関するアンケート結果	 

	 

図 6	 は「どんな場所でチェックインをするか」

についての各割合を示している．ここでも青年層が

「食事処」でチェックインをする割合が高いことと，

中年層の方が「博物館」や「建造物」でチェックイ

ンを残す割合が高いことがわかった．	 

	 
図 6	 年代別のチェックインに関するアンケート結果	 

	 

今回の調査結果では，青年層は中年層よりも食事

に興味や関心があることと，中年層は青年層よりも

博物館や建造物に興味や関心があることが示唆され，

先行研究で得られた成果と同様の結果になった．	 

	 

4	 おわりに	 

本研究では，写真とチェックインデータを収集し，

それら二つの分布を地図上にヒートマップとして表

示するシステムを開発し，そのシステムを利用する

ことにより，手間をかけることなく観光地の特性を

把握することをねらいとしている．これまで，この

システムを利用することにより投稿者のプロフィー

ルごとの分布の傾向性を知ることができたが，今回

アンケートによる実際の意識調査を行い，写真とチ

ェックインデータの分析結果の妥当性を確認するこ

とができた．今後は，本システムを活用し，季節ご

との旅行者の変化や各種イベントによる影響など，

新たな発見につながる活用方法を提案する．また,	 

各種 SNS と連携できるようにシステムを改良し，地

方への観光客誘導や観光推薦に利用する方法につい

て研究を進める．	 
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